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「ご挨拶」でも案内させていただきましたように、公益財団法人放射線影響研

究所（ 放影研）は、第1期研究において、東電福島第一原発事故に伴う緊急作業

に関わられた方を対象とした労災疾病臨床研究事業費による「東電福島第一原

発緊急作業従事者に対する疫学的研究（ 公募名「放射線業務従事者の健康影

響に関する疫学研究）」を実施してまいりました。この調査は、放射線による健

康影響ならびに皆様の健康管理を目的として、生涯にわたり長期的に継続する

事業とされており、このたび、令和元年6月4日からは、第2期研究として、独立

行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所（ 安衛研）が当該研究の

統括機関として継承することとなりました。

つきましては、皆様方のご協力により第1 期の研究で得られました貴重な

データを放影研から安衛研に移管し、今後の放射線被ばくの健康影響の検討

に用いることに対して、ご理解を得たいと存じます。

なお、個人情報の取り扱いに関する同意書に基づくお約束は、第1期と第2期で

変わらず継続いたします。移管は研究の継続に大きく影響を及ぼすことから、

移管にご同意いただけない場合は研究参加継続の意思について確認させていた

だきます。

もし、移管について、ご同意いただけない場合には、氏名、住所、郵便番号、電

話番号、生年月日、登録番号の情報とご同意いただけない旨を記載し、安衛研宛に

ハガキ若しくは封書でご連絡ください。安衛研より、研究参加に関する意思確認書

を送付させていただきます。

ご不明な点がございましたら、以下の連絡先にお問い合わせください。

第1期参加者へのご案内

無料健康診断利用の声

会社の定期健診にはない健診項目が受診できてよかったです。

健診機関の場所はちょっと遠かったけど、丁 寧な対応で気持ちよく検

査を受けることができた。

退職をしたばかりなので、今  後は定期的に健診を受けられるのはあ

りがたい。

事故後、もっと早くから健診をしてくれたらと思った。でも、放射線の影

響は不安なので調べてもらえるからよかった。

被ばく線量が低い自分が対象者であることに驚きました。でも、説明を

受けて調査研究に役立つことがわかり受診しました。

被ばく線量が低い自分が対象者であることに驚きました。でも、説明を

受けて調査研究に役立つことがわかり受診しました。

精密検査を受ける費用が自己負担というのは残念だけど、仕方ないのだ

ろうか。

健診を申し込んだのに 、い つまでたってもなかなか連絡が来ない。忘

れられてるのかと思った頃、ようやく日程調整の連絡がきた。
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日頃より、労働安全衛生総合研究所（以下「安衛研」という。）の働く人の健康管理に関する調査・研究事業にご

理解いただき、ありがとうございます。

さて、安衛研では、厚生労働省の研究事業（公募名「放射線業務従事者の健康影響に関する疫学研究」）を、平

成26年から30年まで第1期として実施されていた公益財団法人放射線影響研究所より引継ぎ、令和元年より第2期を

開始しているところです。

第1期で7,000人以上に及ぶ多数の参加をいただき、無料の健康診断などが役に立ったと好評をいただいている

研究を、さらに利便性の高いものといたしましたので、全ての対象者の方々にあらためてご案内いたします。

12年目

多項目の

健康診断
基本的な

健康診断

7年目 8～11年目

多項目の

健康診断

多項目の健康診断

●診察・身体計測

●血液・尿検査

●心電図検査

●胸部エックス線検査

●腹部超音波検査

●甲状腺超音波検査 等

4～5年ごとに実施

基本的な健康診断 多項目の健康診断

毎年実施

第1期の「多項目の健康診断」に加えて、

新たに「基本的な健康診断」の枠組みを追加し毎年の無料健康診断が可能になりました。

第1期の無料健康診断 第2期の無料健康診断

NEW

●診察・身体計測 ● 心電図検査

●血液・尿検査 ● 胸部エックス線検査 等

※安衛則第44条と電離則第56条に基づく検査項目

1年目 2年目 3～6年目

基本的な  多項目の  基本的な

健康診断 健康診断 健康診断

無料健康診断に関してよくある質問研究参加の概要

Q 参加したいけど、健康診断等の費用は、

全て無料ですか？

A 健康診断は無料です。交通費に関しては、規定に基

づき算出した最寄りの健診機関までの往復交通費

をお支払いします。ただし、定められた健康診断項目以外の検査、及

び、健康診断の結果、要精密検査となった場合は、自己負担（ 精密検査

は健康保険の適用が見込まれます。）となります。

Q 多項目の健康診断を優先して受けたいけれどどうしたらよいか？

A 多項目の健康診断の調整ができ次第、優先して受けていただけます。た

だし、調整が困難であった場合、又は、その年の多項目の健康診断受診

枠が満員になった場合は、その年は基本的な健康診断を受診いただ

き、翌年度以降で多項目の健康診断を受診いただくことになります。

Q この健診を会社の定期健診として代替できますか？

A 職場の健診担当者の方にこの健診結果を提出し、会社の定期健診

に代替したい旨をお申し出ください。この申し出により、その年のあな

たの受診義務は代替えできます。

Q 緊急作業従事者向けの健康相談や労災に関して相談できる

窓口はありますか？

A 厚生労働省では、緊急作業従事者向けの健康相談窓口と、放射線被

ばくに係る労災補償や労災保険給付などの相談窓口を設けています。下

記にお問い合わせください。

労災保険相談ダイヤル
電話：0570-006031（※ご利用には通話料がかかります。）

相談時間：平日9時～17時

緊急作業従事者向けの健康相談
電話：0120-808-609（※フリーダイヤル/全衛連本部）

相談時間：平日9時～17時

第2期は

毎年
実施

無料 
保健指導

一定の
要件を

満たす場合

結果
通知

無料健康診断
毎年の無料健康診断

実施は、第2期からの

新たな取組です。

研究参加 研究参加 健康診断
ご案内  の同意  の調整

第2期の研究参加例

5年に1回、多項目の健康診断を実施します。

それ以外の年は、毎年基本的な健康診断を実施します。

第1期と第2期の違いについて

無料健康診断利用による3つの安心ポイント
安心

1

安心

2

安心

3

毎年の健康状態が分かる。
毎年の健康診断果はあなたの生涯にわたり安全に
保管されますので、長期間にわたる健康度の変化
がわかり、健康管理に役立てることができます。

専門家の分かり易い説明がある。
毎年の健康診断果はあなたの生涯にわたり安全に保管されます
ので、長期間にわたる健康度の変化がわかり、健康管理に役立てるこ
とができます。

交通費・謝金が支給されます。
情報は適切に活用することでメリットにつながります。健康情報も活
用することで、元気を維持することに役立ちます。健康経営の最前
線にいる保健師等の専門家から、分かり易い説明を受けることが
できます。

●全国の指定健診機関で受診できます。
●調査研究への協力により、科学的貢献ができます。

その他のポイント

第2 期開始 独立行政法人労働者健康安全機構

労働安全衛生総合研究所
TEL 0 1 2 0 - 8 5 6 - 6 1 8
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